
第３条石木川の河川開発繍査に関する覚露

甲は長崎県知事の誠意と人間性を深く信頼し乙の協力を

確信して、石木川の河川開発調査に関する甲と長崎県知事

との間に取りかわす覚脅に調印することを約束する。

川棚町川原郷、岩屋郷、および木場郷（以下甲という）と

川棚町長（以下乙という）は長崎県が行う石木川の河）１１開発

調査に関し、次のとおり覚嘗を取りかわす。

第ユ条

石木川の河川開発闘査に関して甲と長崎県知事との間に

取りかわされた覚癬はあくまで甲（地元民）の理解の上に

作業が適めらオしることを基鯛とするものであるから、若し

長崎県が覚脅の精神に反し独断専行或いは強制執行等の行

為に出た鰯合は乙は総力を挙げて反対し作藥を阻止する行

動をとることを約束する。

第２条

甲と長崎県知事との間に取りかわされた覚鶴第２条によ

って、甲によって代表される地元関係者の完全な理解が成

立してダム建設が行われることになった場合は、長崎県は

部落発祥以来の長い歴史と伝統と連帯が根底から種えされ

ることに思いを致し、甲の将来に対する不安を解消するた

め土木部以外の部課の協力も得て生活環境の整鯖等に万全

の便宜供与を行うこと、また稜廃業を余儀なくされるので

現在の安定した生活から一転して不幸に陥ることのないよ

う、必要な向きには鋺職の斡旋を含めて巾広い愛情のある

充分な補償の方途が講じられること以上について、乙は甲

の立場に立って長崎県に折衝しその実現に協力するものとする。
､

甲と乙はこの覚鴇を繊意をもって履行する証として本露４

通を作成し、記名擦印の上各女そのユ通を保有するものと

する。
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